
整備作業が規定どおり完了し，打ち上げうる状態

にあることが確認され，その翌日からカウント・

ダウンに入ることになる.整備期間中の信頼性活

動は，信頼性管理品目の現状の把握，履!笠記録の

維持，不具合/故障に刻する調査・解析・修正処

ii主，各!荷J査への参加と指摘事項のフォロー・アッ

プなどである.また品質保証活動としては，計測!

管理・技術文書管理・材料部品管理・ ìH浄管埋・

特殊工程管理・非打ち上げ品目管理・不具合管理

などが総合的に行なわれる.

人工衛JT!.が軌道に投入され，追跡および初期逆

用がはじめられたあとは，人工衛星のハウスキー

ピングデータや運用データから信頼性解析を行な

い，部品・コンポーネントの信頼性データを収集

する.また， ["飛行後審査」を行なって，打ち上げ

結果の説価およびそれにもとづくプログラム，フ

ロジェクト成果の説価を行ない，次回打ち上げま

でのアクション・アイテム，つぎのプログラム/

プロジェクトに対するアクション・アイテムを確

認する.

おわりに

この稿をまとめるにあたり，ロケット・人工衛

Jt ・地上設備などの概要，また，種々の信頼性手

法の例示などのド書きを割愛することにした.こ

れは，紙面の都合であるが，長期にわたる信頼性

プログラムの甘格やその背後にある考え方を伝え

るほうが，断片的なお請をするより 1主要と感じた

からである.このような記述では，いわゆる生野

菜の新鮮さは失なわれるかもしれないが，わが国

の信頼性に関するアプローチでもっとも特色のあ

る l国について述べたつもりである.

また，ここではまったく触れなかったが，それ

ぞれのブロジヱグトの段階ごとの信頼性管理とは

別に，たとえば高信頼性部品の開発，信頼性技術

の研究，職員の信頼性教育やモーティベーション

のような恒常的一般的な問題もあるが，これらは

多く議論されているし，今後も報告の機会を別の
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場で得られると思う.

よく，信頼性管理は技術者・科学者のd首、欲を削

ぐものであるとか，信頼性管理は金がかかると

か，合定的なな見を聞くことがあるが，裂するに

信頼佐管理は risk control であるので，信頼性

管理の努力により，将来の risk が軽減でき，そ

の凡退えりがあると考えられる方法を自ら定めて

実行すべきもので，システムの有効性を高めるも

のであるとの多くの人の理解を得て実行が可能と

なり，効果も得られるものと思われる.この小丈

がお役に立てば幸いである.
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メ "1 シュ・データ特集号の原稿募集

来年の 1 月 ~3 月ごろに，メッシュ・データの

特集号を企画しています.つきましては，この特

集号にご執筆くださる方を広く募集します.

アブストラクト(長さ，形式など自由)を 8 月末

日までに，編集長宛てにお送りください.ご執筆:

をお願いすることがきまった場合，その原稿締切

は 11 月末になるかと思います.なお，他薦も大い

に歓迎いたしますので，編集長宛てに適切な執筆

者をご推薦くださるようお願し、し、たします.

423 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




